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リ
ス
ボ
ン
地
震
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第
41
回

　

今
夏
も
猛
暑
、
豪
雨
、
台
風
な
ど
、
次
々
災
害
が
起
こ
っ

た
。
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
。
被
災
さ
れ
た
方
に
は
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

自
然
災
害
に
は
、
単
発
的
に
対
応
す
る
の
で
は
な
く
、
ど

こ
で
い
つ
何
が
起
こ
る
か
の
予
想
は
難
し
い
に
し

て
も
、
必
然
的
に
起
こ
る
と
と
ら
え
る
考
え
方
を

確
認
し
た
い
。
日
生
連「
日
本
社
会
の
基
本
問
題
」

（
１
９
５
５
年
）
で
も
９
つ
の
課
題
の
筆
頭
に
「
災

害
問
題
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
新
学
習
指
導
要

領
に
つ
い
て
も
、
そ
の
視
点
で
、
と
り
わ
け
東
日

本
大
震
災
の
経
験
を
ど
う
踏
ま
え
、
活
か
し
て
い

る
か
の
点
検
・
批
判
が
必
要
だ
。

　

こ
の
視
点
に
は
、
物
的
な
被
害
と
経
済
的
再
建

な
ど
〈
も
の
〉
の
面
、
国
家
、
自
治
体
や
学
校
な
ど
人
間
関

係
や
社
会
的
組
織
の
あ
り
方
の
〈
人
〉
の
面
と
と
も
に
、
そ

の
事
態
を
ど
う
と
ら
え
る
か
、
ど
う
す
る
か
と
い
っ
た
考
え

方
や
世
界
観
な
ど
の
〈
コ
ト
〉
の
面
も
重
要
で
あ
る
。

　
「「
リ
ス
ボ
ン
地
震
」
は
、
１
７
５
５
年
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
海

洋
帝
国
の
首
都
リ
ス
ボ
ン
を
中
心
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
の
地
震
で
、
18
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
（
１
７
８
９
年
）
と
と
も
に
大
事
件
で

あ
っ
た
」（
文
献
①
１
頁
）。
特
別
寄
稿
「
リ
ス
ボ
ン
地
震
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
に
与
え
た
知
的
影
響
」（
川
出
良
枝
）
お

よ
び
第
５
章
「
リ
ス
ボ
ン
地
震
が
も
た
ら
し
た
科

学
へ
の
影
響
─
カ
ン
ト
の
地
震
学
を
中
心
に
─
」

（
松
田
曜
子
）が
大
変
興
味
深
い
。
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
、

ル
ソ
ー
、
カ
ン
ト
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
、
そ
れ

ぞ
れ
が
大
地
震
と
向
き
合
い
、
神
学
的
考
え
方
自

体
を
乗
り
越
え
て
自
分
の
思
想
を
形
成
し
た
。「
お

説｛
最
善
説
｝ご
も
っ
と
も
で
す
…
…
し
か
し
、
ぼ

く
た
ち
の
庭
を
耕
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」（
文

献
②
４
５
９
頁
）。
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（
研
究
部
・
加
藤
聡
一
）

参
考
文
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①�
（
公
財
）ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念
21
世
紀
研
究
機
構
研
究
調
査
本
部
『
リ
ス
ボ
ン

地
震
と
そ
の
文
明
史
的
意
義
の
考
察
（
研
究
調
査
報
告
書
）』
２
０
１
５
年
。
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②�

ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
（
植
田
裕
次
訳
）『
カ
ン
デ
ィ
ー
ト　

他
５
篇
』（
岩
波
文
庫
）

岩
波
書
店
、２
０
０
５
年
。
リ
ス
ボ
ン
地
震
に
つ
い
て
は
２
８
５
頁
以
下
参
照
。
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